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1．一般概況   
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絶人口  非農業人口  都市化率  
（万人）  （万人）  （％）   
稔林市   329．56  49．20   14．9   
稔陽区  42．83  13．00   3 ．4  
神木県  36．13   8．70   24．1   
府谷県  21．57   3．63   16．8   
横山県  32．42   2．77   8．5   
婚辺県  27．41   3．14   11．5   
走辺県  30．02   3．47   11．6   
桜徳県  34．50   4．51   13．1   
米脂県  20．72   2．41   11．6   
佳県   24．62   2．00   8．1   
呉堕県   7．68   1，15   15．0   
清潤県  20．76   1．96   9．4   
子洲県  30．90   2．47   8．0   
総人口  非農業人口  都市化率  
（万人）  （万人）  （％）   
延安市   200．74  45．97   22．9   
宝塔区  36．08  15．80   43．8  
延長県  14．23   2．47   17．4   
延川県  18．37   2．89   15．7   
子長県  23．27   4．57   19，6   
安塞県  15．43   1．67   10．8   
志丹県  12．26   1．68   13．7   
呉旗県  12．10   1．39   11．5   
甘泉県   7．45   1．86   25．0   
富県   14．46   2．91   20．1   
洛川県  19．23   3．09   16．1   
宜川県  11．21   1．72   15．4   
黄竜県   4．66   1．28   27．5   
黄陵県  11．97   4．63   3臥7  
（出所）公安部楯「中華人民共和国全国分県市人口統計資料2002年度J（群衆出版社 2003年4月）  
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表2 駅北各県別の面積と人口（1999年）  
面積  
（km2）   
（万人）（％）   
延安市  
宝塔区  3556   33．5   19．5   9．0   7．4   82，2   
延長県  2365   13．8   11．7   4．2   3，5   83．3   
延川県  1941   17．1   13．7   4．6   3．2   69．6   
子長県  2395   22．7   18．7   6．8   5．4   79．4   
安塞県  2950   15．0   13．8   5．0   4．3   86．0   
志丹県  3781   11．8   10．2   4．2   3．6   85．7   
呉旗県  3792   12．0   10．3   4．1   3．6   87．8   
甘泉県  2285   7．4   5．2   2．3   2．0   87．0   
官 県  4182   14．0   11．3   5．5   5．0   90．9   
洛川県  1804   18．9   16．1   6．8   6．1   89．7   
宜川県  2939   11．5   9．8   4．2   4．0   95．2   
黄竜県  2752   4．6   3．2   1．0   0．9   90．0   
黄陵県  2290   11．6   8．3   3．9   3．2   82．1   
稔林市  
倫陽区  7035   42．3   29．2   13．0   10．5   80．8   
神木県  7635   35．7   28．9   13．5   10．2   75，6   
府谷県  3212   20．4   19．6   8．8   7．0   79．5   
横山県  4081   31．5   28．9   14．8   12．8   86．5   
靖辺県  5088   27．4   23．7   10．5   9．2   87．6   
走辺県  6920   29．8   25．5   11．6   10．4   89．7   
績徳県  1878   35．0   29．9   11．9   9．7   81．5   
米脂県  1212   22．2   18．9   7．2   5．4   75．0   
佳 県  2144   25．3   22．2   8．2   5．9   72．0   
呉壁県   428   8．2   6．9   2．3   1．5   65．2   
晴澗県  1881   21．2   19．4   7．8   6．3   80．8   
子洲県  2042   30．8   27．4   12．3   9．9   80．5  
（出所）国家統計局「隣西省分県（市）社会経済主要指標」より作成  
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どの対策がとられている。   
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表3 陳北の産業構造（2001年）  
第一次産業（％）  第二次産業（％）  第≡次産業（％）   
延安市   19．7   53．6   26．7   
梅林市   14．1   49．8   36．2   
侠酉省   15．6   44．3   40．1   
全 国   15．2   51．1   33．6  
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表4 隣酉省3地区の県域経済比較（2002年末）  
隣北地区  関中地区  侠南地区  平 均   
県（県級市を含む）の数   23   37   25  
1県当たりの人口（万人）   19．63  37．58  28．02  29．91   
1県当たりのGDP倍元）   8．45  12．90   8．05  10．27   
1県当たりの地方財政収入（億元）   0．57   0．52   0．32   0．47   
経済力のある県（計20）   4（20％）  14（70％）  2（10％）  
（出所）「華南報J2003年10月7日  
（注）県域（県と県級市）のみの数字。地区級市（西安など）の各市轄区の数値は含まれない○   
（1）工業   
陳西省内における隣北の占める第二次産業，工業生産総額の比重（2001年）  
は表5のとおりである。隣北工業（中国では鉱業も含む）の比重は小さい。陳  




表5 険西省全体に占める陳北工業の比重（2001年）  
比  重   陳北全体（％）  延安市（％）  冷林市（％）   
GDP   10．8   5．8   5．0   
第二次産業   12．6   7．0   5．6   
工業生産総額   9．6   6．7   3．0   
（出所）ー駅西統計年鑑 2002j（中国統計出版社 2002年9月）  
表6 各地全体に占める国有企業の比重（2001年）  
院北全体（％）  延安市（％）  稔林市（％）   
国有企業数の比重   81．3   91．7   72．2   
国有企業工業生産総額の比重  92．6   9臥4   80．7   
（出所）同上  
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（81．3％）が国有企業である。また工業生産総額のうち国有工業企業の占める比  
重が92．6％に達する。反面，非国有企業，とくに郷鎮企業の比重がきわめて小さ  
い。非国有企業のシェアが4分の3近くもある東部先進省とは大きく異なって   







表7 省全体に占める陳北郷鎮企業の比重（2001年）  
隣北全体（％）  延安市（％）  稔林市（％）   
会社数   9．6   4．5   5．1   
従業員数   9．2   3．7   5．5   
営業収入   4．4   1．3   3．1   
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表8 省全体に占める隣北農業の比重（2001年）  
挟北（％）  延安市（％）  稔林市（％）   
農村労働力   11．3   4．7   8．9   
耕地面積   25．9   8．2   17．6   
経済林面積   24．4   14．4   10．0   
農林牧漁業生産額   12．4   7．5   4．9   
農業（狭義）生産総額  10．9   7．6   3．3   
食糧生産総額   11．4   5．8   5．6   
畜産業生産総額   15．4   6．0   9．4   
羊・山羊の飼育頭数   52．3   14．3   38．0   
うち山羊の飼育頭数  46．6   16．2   30．4   
山羊毛生産総額   82．0   25．1   56．9   
綿羊毛生産総額   84．0   5．2   78．9   
カシミヤ生産総額   97．5   34．3   63．2  
（出所）同上  
表9 駅北主要畜産県別の肉類（豚・牛・羊）総生産量の推移（1992－1999）  
1992年（トン）  1995年（トン）  1999年（トン）  1992－99年の  
年平均伸び率（％）   
延安市  
宝塔区   3205   7390   8770   15．5   
安塞県   3470   4565   6523   9．4   
洛川県   2747   3637   6151   12．2   
子長県   3131   4052   5302   7．8   
志丹県   2373   3475   5022   11．3   
稔林市  
輪陽区   7102   14989   21969   17．5   
定辺県   4060   5729   12575   17．5   
横山県   6253   9022   11986   12．5   
婚辺県   4306   6372   9072   11．2   
神木県   6861   9318   8230   2．6   
（出所）「隣西省分県（市）社会経済主要指標」（1999）より作成  
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表10 隣北主要畜産県別の肉用半生産量の推移（1990－2001）  
1990年（トン）  1995年（トン）  2000年（トン）  2001年（トン）  1990－2001年  
年平均伸び率（％）   
延安市  
志丹県   543   1061   860   759   3．1   
宝塔区   276   1107   344   340   1．9   
安塞県   294   681   312   337   1．2   
呉放県   365   981   622   815   7．6   
子長県   269   474   460   953   12．2   
稔林市  
稔陽区   721   1476   5329   5434   20．2   
靖辺県   814   1059   1792   2030   8．7   
神木県   1375   1527   2674   3025   7．4   
横山県   1071   3141   2981   2625   8．5   
走辺県   586   1596   3360   3444   17．5   
（出所）ー隣西統計年鑑 2002j（中国統計出版社 2002年9月）  







1998  1999  2000  2001  2002  2003  2006  
（計画）   
GDP（億元）   76．82  79．15  96．20  107．16  118．8  142．76  172  245  562   
1人当たりGDP（元）   3988  4083  4892  5408  5918  6943  8400  11600  24800   
固定資産投資（億元）   24．3  39．8  48．10  56．87  65．3  106．12  
財政総収入（億元）   12．28  14．3  18．02  24．86  31．8  37．29  
うち地方財政収入（億元）   6．2  7．2  8．89  12．50  17．7  20．12  
財政支出（億元）  16．47  20．97  32．47  
都市住民1人当たりの可処分所得（元）  3432  4070  5083  5333  5525  5994  
農民一人当たりの純収入（元）  1356  1381  1444  1483  1587  1707  
（出所）各年度「延安市臥民経済和社会発展統計公報」「延安市政府工作報告」及び「延安統計年鑑Jから作成   
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表12 延安市のエネルギー産業の推移（1998－2003）  
1998  1999  2000  2001  2002  2003  2000－2003年  
年平均伸び率（％）   
原炭（万トン）   627．56  122．78  148．52  130．32  351．2  537．04   53．5   
地方原油（万トン）  173．8  161．1  213．56  314，33  378  479．6   31．0  









えているのは石油工業のもたらす税収である（畑。   
延安に拠点を置く石油関連の省営国有企業には次の2つがある。1つは総合  
型石油企業の延長油田管理局（延川県永坪鎮，従業員数1万4550人），もう1つ  
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は省最大の製油企業である延煉実業集団公司（洛川県交口河鎮，従業員数5742  
人，旧称：延安煉油工廠）である。いずれも省政府直属の国有独資企業である  
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表13 延安市主要産地別のりんご生産高の推移（1990－2001）  
1990年（万トン）  1995年（万トン）  2000年（万トン）  2001年（万トン）  1990－2001年の  
年平均伸び率（％）   
延安市  
洛川県   1．51   9．50   23．0   25．55   29．3   
富 県   0．43   2．05   6．00   6．00   27．1   
宝塔区   0．78   2．37   2．47   2．61   11．6   
宜川県   0．54   1．88   1．74   1．97   12．5   
費陵県   0．61   2．30   4．30   4．50   19．9   
礼泉県   5．02   36．21   61．05   60．72   25．4   
省全体   34．93   233．76   388．57   391．27   24．6   
（出所）「隣西統計年鑑 2002J（中国統計出版社 2002年9月）  
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る。   
さらに一人当たりの財政収入の多い県に注目すると，第1位の志丹県，第2  
位の安塞県，第4位の呉旗県は石油に，そして第3位の黄陵県は石炭に財政収  








の工商税収入（1999年）が県財政の第2位（26％）を占めた（21）。   
郷鎮企業総収入の上位2県（区）は，宝塔区と黄陵県である。第2位の黄陵  
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県は黄陵鉱区を中心に石炭関連の郷鎮企業が多い。県より下の郷・鎮レベルで  
いうと，郷鎮企業営業収入（2001年）が1億元以上の郷・鋲は，黄陵県店頭鎮  









表14 延安市各県（区）別主要経済指標（1999年）  
GDP   一人当たりの  地方財政収入   財政支出   一人当たりの  
（億元）   GDP（元）   （僚元）   （億元）   財政収入（元）   
延安市  
宝塔区   20．13   6010．4   0．87   1．28   259．8   
延長県   2．83   2051．7   0．12   0．53   88．8   
延川県   11．35   6634．9   0．21   0．68   120．3   
子長県   4．89   2154．4   0．39   0．80   170．6   
安塞県   6．33   4220．7   0．95   1．18   632．7   
志丹県   5．80   4917．4   0．83   1．04   705．5   
呉旗県   4．33   3611．6   0．45   0．69   374．9   
甘泉県   2．53   3420．5   0．20   0．44   272．4   
富 県   3．66   2610．7   0．23   0．56   166．1   
洛川県   12．34   6528．5   0．55   0．81   292．6   
宜川県  2．08  1805．0   0．12   0．43   104．3   
費竜県   1．22   2642．4   0．07   0．36   162．0   
黄陵県   7．36   6345．1   0．50   0．70   427．8   
全 国  6534  
駅西省  4101（29位）  
析江省  12037（4位）  
広東省  11728（5位）  
（出所）「隣西省分県（市）社会経済主要指標」（1999）より作成  
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表15 延安市各県（区）別の農業関連主要経済指標（2001年）  
農業生産総額  一人当たりの農業  農村非農業生産  郷鎮企業給収入  一人当たりの  
（A）（億元）  生産総額（元）  総額（B）（億元）  （億元）   （A）＋（B）（元）   
延安市   36．14   1824   20．75   28．78   2871   
宝塔区   3．64   1046   3．29   6．64   1990   
延長県   1．74   1235   0．75   1．22   1764   
延川県   1．31   721   1．06   1．56   1303   
子長県   3．29   1426   3．25   2．83   2837   
安塞県   3．31   2181   1．03   2．01   2826   
志丹県   2．44   2037   1．90   2．00   3625   
呉旗県   2．28   1501   1．66   1．36   3258   
甘泉県   1．23   1656   1．00   1．25   3004   
官 県   3．16   2212   1．52   1．60   3278   
洛川県   8．76   4583   1．95   2．44   5604   
宜川県   1．33   1187   0．84   0．95   1932   
青竜県   1．31   2819   0．69   0．77   4311   
黄陵県   2．34   1938   1．80   4．16   3429   
（出所）r挟西統計年鑑 2002j（中国統計出版社 2002年9月）   
政府の二者で分けている県との違い，また油井の新旧や産油量・技術の差など  
が関係していると思われる。   
Ⅲ．桧林市の経済   
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階（2004～2006年），第2段階（2007～2010年），第3段階（2011～2020年）の  
数値目標は表16のとおりである。  
表16 稔林市の各年度経済統計（2000－2003）  
1998  2000  2001  2002  2003  2006  
（計画）   
GDP（億元）   65．1  78．9  92．63  111．4  138．1  200  400  1200   
1人当たりGDP（元）   2059  2377  2824  3380  3966  
固定資産投資（億元）   42  55  65  75  121．2  
財政総収入（倍元）   6．33  9．43  14．79  19．8  26  
うち地方財政収入（億元）  6．14  7．88  9．7  12．35  
都市住民1人当たりの可処分所得（元）  3235  3505  4450  4870  5094  
農民一人当たりの純収入（元）   1057  1062  1071  1328  1438  
羊・山羊飼育頭数（万頭）  405  440  518  
（出所）各年度「稔林市国民経済和社会発展統計公報」「稔林市政府工作報告」及びr梅林統計年鑑2000Jから作成  
2．エ業  
表17 梅林市におけるエネルギー産出量の推移（1998－2003）  
1998  1999  2000  2001  2002  2003  2000－2003年  
年平均伸び率（％）   
原炭（万トン）   1688  663  1640  4000  ．5712  7168   63．5  
地方原油（万トン）   46  52  89  252  300  280   46．5   
原油加工量（万トン）   1臥36  20．68  45．36  66  74  
天然ガス（億m3）   4．32  12．57  21．10  34．40  40．4  49．5   32．9   
電力（億kwh）   10．7  12．7  15  25．6  30  33，9   31．2 






混乱が生じたためである鋤。   
稔林市の工業の産業構造は次のような特徴を有する。（1）近年における石炭・  
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4．檎林市各県別の経済   
稔林市各県の主要経済指標は表18と表19を参照されたい。1999年当時，一人  
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当たりのGDPは神木県以外，みな隣西省の平均を下回っていた。当時，全県  
が「国定貧困県」の指定を受け，多額の補助金をもらっていた。その後，西部  
表18 稔林市各県（区）別主要経済指標（1999年）  
財政支出   一人当たりの  
（億元）   財政収入（元）   
稔林市  
檎陽区   13．60   3216．2   0．75   1．19   177．3   
神木県   17．04   4772．3   0．98   1．30   274．3   
府谷県   7．97   3908．3   0．55   0．92   270．0   
横山県   4．69   1488．5   0．20   0．65   62．9   
婚辺県   9．03   3293．9   0．52   0．86   189．7   
走辺県   4．69   1572．1   0．40   0．85   135．7   
威徳県   3．03   867．0   0．62   62．6   
米脂県   1．69   762．8   0．09   0．47   41．8   
佳 県   2．11   334．9   0．08   0．52   31．6   
呉墜県   0．97   1176．8   0．05   0．28   64．0   
清澗県   1．90   897．3   0．09   0．48   42．5   
子洲県   1．60   518．6   0．07   0．50   22．3   
全 国  6534  
陳酉省  4101（29位）  
（出所）「院西省分県（市）社会経済主要指標」（1999）より作成  
表19 稔林市各県（区）別の農業関連主要経済指標（2001年）  
農業生産総額  一人当たりの農業  農村非農業生産  郷鋲企業稔収入  一人当たりの  
（A）（倍元）  生産総額（元）  総額（B）（億元）   （億元）   （A）＋（B）（元）   
稔林市   23，30   710   40．88   71．01   1957   
稔陽区   4．95   1180   5．28   5．48   2439   
神木県   1．91   521   14．89   21．72   4590   
府谷県   0．59   276   8．52   12．40   4263   
横山県   3．21   994   1．80   2．50   1550   
靖辺県   3．50   1278   2．34   4．84   2131   
走辺県   3．53   1206   0．99   4．41   1544   
綴徳県   1．24   361   1．32   4．58   745   
米脂県   1．10   530   1．15   3．09   1079   
佳 県   1．10   448   1．42   2．04   1026   
呉堕県   0．16   209   1．23   3．00   1816   
晴潤県   0．96   475   1．27   2．38   1062   
子洲県   1．06   345   0．68   4．59   566   
（出所）F隣西統計年鑑 2002J（中国統計出版社 2002年）  
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表20 神木県の各年度主要経済指標（1999－2003）  
1999  2000  2001  2002  2003   
GDP（億元）   17．04  23  26．5  34．2  46   
財政総収入（使元）  3．5  4．25  6．6   
うち地方財政収入（億元）   0．98  1．39  1．82  3．16   
原炭（万トン）  3500  4143  5500   
農民一人当たりの純収入（元）  1458  1318  1808   
（出所）神木県政府資料から作成   
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た一部の資源のある地域では貧困からの脱却ができた。   
第2に，北部では上からの「資源採掘型」の開発が，南部では下からの「農  
業産業化型」の開発が進んでいる。しかし後者の事例は険北地区ではまだ少な   












境を破壊する可能性が高くなるであろう。   
第4に，陳北は穀物の栽培には適さない土地柄であるため，農業の近代化は  
主に畜産業の振興によって進められている。かつて羊・山羊の過放牧は生態環  
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注（1）1993年末，隣西省には50の「国定貧困県」と19の「省走貧困県」があり，農相貧困人口は500万   
人（農村人口の8．5％）に上った。当時，国定貧困県の数は全国で二番目に多く，全体の8．45％を   
占めた。また貧困人口の約8割は挟北の白子山区と黄河沿岸石山区，そして挟南の案巴山区に分   
布していた。仝省50国定貧困県のうち，陳北には計20の国定貧困県があった。その内訳は延安地   
区が8県，倫林地区が12県であった。1997年未，貧困ライン（1人当たりの純収入903元）以下の   
貧困人口が梅林地区だけで約40万人もいたが，この数は地区総人口の約12．7％を占めるもので   
あった。楊秋宝「陳北地区扶貧開発的思考」（r能源基地建設j1996年第5期所収），楊友孝ほか   
「駅西稔林地区的脱貧対策与制度創新」（F地理研究j2000年第4期所収），鄭毅敏「陳北農村的脱   
貧与就業結構調整」（F駅西経貿学院学報J2002年第6期所収）参照。  
（2）「小城鎮」の範囲については学説が分かれる。ふつうは主に日本の町に当たる「建制鎮」を指   
すが，胡順延は①非農業人口20万人以下の「小城市」，②県城鎮，③県城鋲以外の「一般建制鎮」，   
④郷政府の所在する「集鎮」，⑤郷以下の「集鎮」を含むとしている。なお「建制鎮」とは町制   
施行鎮，すなわち鎮（町）制を敷いている鎮のことで，①非農業者の多い県城鎮，②非農業者の   
少ない「一般建制鎮」（一般の鎮政府の所在する鎮）の2種がある。これは「非建制鎮」（農村集   
鎮），すなわち①郷政府所在地の集鎮や②郷以下の集鋲とは区別される。詳しくは胡順延ほか著   
F中国城鋲化発展戦略』（中共中央党校出版社，2002年6月）176～177頁を参照されたい。  
（3）2002年8月に稔林市の神木県と米脂県，延安市の呉旗県，成陽市の永寿県を視察し，また翌   
2003年8月に檎林市の緯徳県，米脂県，稔陽区，靖辺県，走辺県および商洛市の丹鳳県を視察し  
た。  
（4）地理学的には院北地区の範囲はもっと広く，省総面積の42．4％を占める。延安市と梅林市のほ   
かに，関中地区北部の淳化県，旬邑県，宜君県および彬県，三原県，耀県，富平県などの一部  
郷・鎮が含まれる。本稿で陳北地区は延安市と稔林市のみを指す。  
（5）中国では，「市轄区」の非農業人口数にもとづき「超大城市」（200万人以上），「特大城市」（50   
万、100万人），「中等城市」（20万～50万人），「′ト城市」（5万～20万人）に区分する。  
（6）小島麗逸「中国の都市と都市化構造」（Fアジア経済j1995年5月号）3頁。  
（7）王宏波は「試析推進西部小城鎮建設的戦略措置」（「首粛社会科学J2002年第1期所収）の中で，   
西部地区で小城鎮の規模が小さく発展速度が綾慢な現状をふまえて，「以郷建鋲」（郷が小城鏡を   
建設できる）という発想を放棄し，県城鎮（区）を単位として計画すべきであると主張している。  
（8）「80％黄河泥沙的来源範囲巳確定 年均超過11億噸」（中国新聞網2002年5月19日）。  
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（9）国家重点プロジェクト「西気東輸」天然ガスパイプライン工事は，隣西省において靖辺・西気   
成陽・宝鶏，西安・沼南を結ぷ3本がすでに完エし，総延長は700kmに達した。パイプライン網   
はすでに陳北と関中の主要都市を覆い，成陽彩虹集団のような大企業はもとより，42万戸の一般   
家庭も利用するようになった（「陳西省人民政府関於進一歩加強石油天然気管道安全管理工作的   
緊急通知」2002年1月25日）。  
（凋 神華集団神府東勝煤炭有限費任公司に関するデータは新華社の記事（2001年12月21日，2002年  
12月9日，2003年1月4日）にもとづく。  
（川 卿向陽・支明「資源市場化与西部城鎮化道路」（「経済問題j2001年第2期）。  
（ほ）「為石油区塊起紛争 矛盾激化 剣抜怒張」（呉旗熱線2002年3月23日）。これによると，呉旗県   
長官廟油田地区で長南開発公司（長慶油田公司の子会社）と呉旗石油採掘公司が原油資源区画を   
争奪するために，それぞれ武器を待った数千人の労働者を組織し，一触即発の状態となった。流   
血の事態を避けるため，呉旗県政府が必死の説得工作を行ったが，長南開発公司との交渉は不調   




（15）庄山「挟北石油：貧困与国家利益的空隙」（F三聯生活周刊」2002年40－41合刊所収）。これによ   
ると，安塞県は①石油に頼って1999年に貧困県から脱却した。②石油開発による収入が県財政収   
入に占める比重は年々伸び，82％（96年），83％（97年），84．3％（98年），87．6％（99年），90．24％  
（2000年），91，9％（2001年）と推移した。（∋農民一人当たりの純収入は石油開発前の1987年，151   
元しかなかったが，200ユ年は1741元に達した（1590元の純増）。また延安で最も経済の発展した延   
安市宝塔区でも財政収入に占める石油の比重が50％と大きい。  
（16）県営の採掘企業には，①下寺湾採掘公司（甘泉県，従業貞848人，油井1000，年産15万トン），   
②育平川採掘公司（延川県，従業員718人，油井600余，年産27万トン），③呉旗石油採掘公司（呉   
旗県，従業員715人，油井185，年産30万トン），④杏子川採掘公司（安塞県，従業員587人，油井  
1257，年産40万トン），①王家川採掘公司（延長県，従業貞733人，油井1000，年産25万トン），⑥   
南泥湾採掘総公司（宝塔区，従業員1300余人，油井1300余，年産25万トン），⑦永寧採掘公司（志   
丹県，従業員1013人，油井628，年産40万トン），⑧瓦窯壁採掘公司（子長県，油井368，15万トン），   
⑨英旺採掘公司（宜川県），⑲北区採油大隊（延長県，従業員97人，渦井136，年産1．3万トン）な   
どがある。  
（17）前掲論文（注15）によると，延安では石油に頼って豊かになった3県を指して「呉志安」（呉   
旗・志丹・安塞）という言葉が流行っているという。  
（崎 県営の油井が採掘の過程で引き起こした諸問題は次のとおりである。①県（区）が国の内外か   
ら投資を誘致したことにより，管理が混乱している。②一部の党員・幹部が直接にまたは手口を   
変えて石油採掘に加わり，民衆へ悪影響を及ぼしている。③環境汚染が深刻である。④採掘権を   
越権かつ違法に認可し，中央固有企業である長慶油田の開発区画を侵犯している。⑤技術レベル   
が低いため，原油を十分回収できず，資源の浪費をもたらしている（詳しくは「陳西私採石油活   
動猫狭 農行行長糧食局長克是老板」F華南報」2002年9月12日を参照されたい）。  
㈹ 2002年12月23日，洛川県風栖鋳で伊藤忠商事株式会社の出資する伊天果汁（隣西）有限公司が   
操業を開始した。同社は傷物りんご1億キロ分を使って年産2万トンの濃縮りんごジュースを生   
産する能力をもっている。2002年12月27日付け『隣西日報」参照。  
¢㊥ 市場意識が高いのには歴史的理由がある。清朝末期，洛川県の石頭鎮は商人の集まる交通の要  
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地で，陰暦10月の市には数千頭の馬，1万匹の羊，2万人の人が集まるほど賑わったという。秦  
燕「近代駅北的商業貿易」（F延安大学学報（社会科学版）」2001年第4期所収）参照。   
鋸 洛川県資料による。その1つ「洛川県実施西部大開発的戦略重点」は，「りんご専業強県」建  
設を目標とし，非公有制経済の発展を重点とするという方針を掲げ，りんご加工業発展の具体策  
を講じている。   
鋤 2003年8月22日付けr駅西日報J。   
幽 前掲書（注14）436－439頁。   
糾 2002年度第2回中国西部盲強県（市）の中に，神木県（64位）と靖辺県（81位）が入った。ま  
た2002年第2回全国県域経済基本的競争力向上速度が最も速かった宙県（市）の中に定辺県，佳  
県，靖辺県が入った。2003年10月7日付けF華南報j参照。   
鍋 張瑛・清新華「論陳北地区人口，資源，環境与経済的協調発展」（F延安大学学報（社会科学版）j   
1997年第2期所収）。  
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